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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 に し て Ｍ Ｏ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 製 造 し た 多 層 構 造 を 有 す る ウ ェ ー ハ に
つ い て 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 の 方 法 で 表 面 に Ｃ ｏ 薄 膜 を 形 成 し 、 窒 素 ガ ス 雰
囲 気 中 で １ ０ 分 間 の 熱 処 理 を 施 す こ と で Ａ ｌ Ｇ ａ Ｎ 層 中 の Ｍ ｇ を 活 性 化 す る と と も に 、 Ｃ
ｏ 薄 膜 を 除 去 し 、 Ａ ｌ Ｇ ａ Ｎ か ら な る ｐ 型 層 を 製 造 し た 。
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